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平成 24 年度のモニタリング内容の概要 

 

（１）屋久島中央部地域の垂直方向の植生モニタリング調査 

調査は、①標高別定点プロット調査、②植物相調査、③林冠ギャップ地点の植物調査を

実施した。調査地点を図－1 に示す。 

①標高別定点プロット調査は、屋久島中央部の大王杉付近の標高 1200ｍから宮之浦歩道

沿いに 1400ｍ、1600ｍ、1775ｍ（焼野三叉路付近）、1800ｍ、1936ｍ（宮之浦岳山頂付近）

の各所に調査プロットを設定し、植生調査、毎木調査等を実施した。調査結果は、前回（平

成 19 年度）と比較すると、低木・草本層におけるヤクシカによる採食被害が増加していた。 

②植物相調査、③林冠ギャップ地点の植物調査は、標高 1240ｍの夫婦杉周辺から 1700

ｍの平石周辺までの 12 箇所にて実施した。標高別定点プロット調査と同様、低木・草本層

の植生にヤクシカによる採食被害が増加していた。また、落雷や倒木が原因で出来たギャ

ップは、ヤクシカの忌避しやすい低木・草本を主にそれらの種で回復していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1  屋久島中央部地域の垂直方向の植生モニタリング調査地点 
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（２）大株歩道等周辺の植生影響調査 

調査は、①登山道周辺の衰退樹木のモニタリング調査、②大株歩道の植生影響調査を実

施した。調査地点を図－2に示す。 

①登山道周辺の衰退樹木のモニタリング調査は、前述(1)調査の定点プロット（（標高

1200ｍ、1400ｍ、1600ｍ、1800ｍ）における歩道（大株歩道）周辺の衰退樹木のモニタリ

ングを実施した。調査結果は、前回（平成 19年度）と比較し、著しい変動は見られなかっ

た。 

②大株歩道の植生影響調査は、大株歩道入口から縄文杉を経て高塚小屋までの大株歩道

の荒廃状況と周辺樹木の状況を調査した。その結果、一部の歩道では、土砂流出が見受け

られ、周辺樹木の根がむき出しになり、登山者の踏固めによる樹木への悪影響と樹木衰退

が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2  大株歩道等周辺の植生影響調査地点 
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（３）荒川登山道周辺の人工林の整備計画設計調査 

調査は、①荒川登山道周辺の人工林の整備計画設計調査、②荒川登山道周辺における除

伐・間伐材利用方策の検討調査を実施した。調査地点を図－3 に示す。 

①荒川登山道周辺の人工林の整備計画設計調査は、荒川登山道周辺の人工林のうち、造

林木の本数調整等適切な整備を行うことで、森林教育を行う上で特に展示効果を高めるこ

とが期待できる区域を選定し、スギ人工林の間伐及び間伐木周辺に生育している広葉樹の

保存を目的とした間伐計画を検討した。 

②登山道周辺における除伐・間伐材利用方策の検討調査は、歩道の整備やシカの食害を

防止する木柵等への利用のための間伐木の現地における活用方策を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3  荒川登山道周辺の人工林の整備計画設計調査地点 

 

 

（４）アブラギリの加害実態等調査 

調査は、アブラギリによる屋久島固有種や在来種等の落葉広葉樹に対する加害の実態を

調査するとともに、アブラギリの繁殖実態を調査した。調査地点を図－4 に示す。 

調査結果より、アブラギリの在来種に対する加害実態として、屋久島在来種（固有種）

の陽樹（先駆樹種）であるヤクシマオナガカエデ等との競合が見られた。アブラギリは、

ヤクシカの忌避植物であり、一方ヤクシマオナガカエデは嗜好植物であった。また、アブ

ラギリの生育箇所の拡大に、その実を食するカケス等鳥類やヤクシマアカネズミ、ヤクシ

マザル、外来種のタヌキの関与が明らかになった。   

なお、アブラギリの伐採や環状剥皮等による手法別の駆除試験地を設定し、経過を観察

中である。 
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図－4  アブラギリの生育箇所と加害実態等の調査地点 

 

 

（５）縄文杉の大枝に関する調査 

縄文杉の大枝に関する調査は、縄文杉に登り、いくつかの大枝の腐朽状況を把握した。 

その結果、東側に張り出した大枝の基部に腐朽が見つかった。そこで、検討委員会にお

ける学識経験者の意見を踏まえ、東側大枝が枯損しても見学デッキ上に落下しないよう応

急的なケーブリング（図－5 参照）を実施し、また、今後の対応について検討を行った。 
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図－5  縄文杉東側大枝に対する応急処置（ケーブリング）のイメージ 
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大株歩道における登山道荒廃に関する現地調査結果 

 

１．平成２０年度における調査結果（大王杉下の水場から高塚小屋まで） 

 

（１）調査の背景 

 

○入山者の踏圧により、登山道及びその周辺土壌が流亡し、根系の裸出、根皮の剥離腐朽が起

こり、登山道周辺樹木の樹勢が衰退しつつある。 

○また、根系が腐朽し土壌緊締力が衰え、降雤時の土壌侵食が促進され、登山道の荒廃が増加

している。 

○加えて、縄文杉周辺は標高 1,300m と高標高で、気象環境や土壌条件が厳しく、一旦、樹木

が衰退しだすと自然回復が困難となっている。 

 

（２）平成２０年度の荒廃調査 

 

表－１  荒廃の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文杉周辺の登山道においては、上記の灰色で括った種類の荒廃（植生踏付け、裸地、シー

トエロージョン、リルーエロージョン）が主に見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒廃の種類 本調査における荒廃の定義と状況

植生衰
退

a.植生踏付け 下層植生や蘚苔類が踏付けられ、踏圧により枯死している。

b.裸地 リター層（落葉落枝層）、腐植層、表層土壌が流出し裸地化している。

c.シー トエロー

ジョン（布状侵食）
雤滴侵食、表面侵食、霜害により表土が剥離・流出し、根が洗われて
裸出根が現れ、放置すると根系が浮根化し腐朽していく。

侵食

d.ガリーエロー

ジョン（溝状侵食）
※登山道が水み
ちになり、表面流
で侵食が起きる。

リ ル ー エ ロ ー
ジョン

表面流の水みちが表土を切り刻み、溝状になりつ
つある

ガリーエロージョ
ン

恒常的な溝状侵食で、縦状に表層土壌を深く削り
取られ基岩層にまで達する。また底部側面が侵食
され徐々に横方向に拡大。

谷頭侵食
上記の侵食が進むと、規模の大きな水蝕崩壊地と
なる。崩壊源頭部に段差を生じ、落水型の滝つぼ
が拡大する。

その他
e.溝内歩行

（流路内歩行）

表面流の集中する登山道のリルー・ガリーエロージョン内は、降水時
に著しく歩行困難となり、登山者の一部は脇の林内を迂回歩行し、植
生踏付けが進み、侵食拡大に拍車をかける

seadmin
丸２
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（３）荒廃量の調査結果（平成２０年度調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１  平成２０年度における大株歩道の荒廃箇所（大王杉下の水場から高塚小屋） 

 

○お昼前後の 3 時間に縄文杉入山者の 9 割近くが集中する、大王杉下の水場から、高塚小屋の

970m 間を対象に、荒廃状況調査を実施し、必要性の高い箇所の対策を検討した。 

○その結果、著しい荒廃箇所が 24 箇所見られた。 
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表－２  平成２０年度における大株歩道の荒廃量（大王杉下の水場から高塚小屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文杉周辺の登山道の荒廃量は、24 箇所総計で荒廃面積が 1,020 ㎡、土砂流出量が 48

㎥であった。 

 

表－３－１  平成２０年度における荒廃状況（事例１／３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大王杉周辺の比較的傾斜の緩い林内は、格好の昼食箇所となっていて、林内に入り込んでブ

ルーシートを敷きつめ、座り込んで利用している人々が多く見られた。 

 

 

№３

概 況

登山道脇の林内及び水辺（水場休
息、昼食利用）。恒常的な踏付けと
表面侵食で裸出根が浮根化し、周
辺樹木が影響を受けている。

荒 廃
状 況

裸地68.1㎡、シートエロージョン
44.9㎡、リルーエロージョン22.7㎡、
土砂流出量6.78m3。

対策の
考え方

階段状の根系保護デッキ等を設け
踏圧を防止する。

№６

概 況

登山道脇の林内（昼食利用）。裸地
が林内に拡大し、周辺樹木の根系
が踏圧を受け、一部の場所では、
根系が消滅し窪みができている。

荒 廃
状 況

裸地51.8㎡、シートエロージョン
21.1㎡、リルーエロージョン6.2㎡、
土砂流出量3.05m3。

対策の
考え方

デッキで根系を保護しロープ柵を設
け林内進入を防止する。

№ 荒廃箇所の状況
登山道と
接する距
離(ｍ)

荒廃種類別
総荒廃
面 積
（㎡）

総土砂
流出量
（ｍ3）

裸 地 シートエロージョン リルーエロージョン
面積
（㎡）

侵食土砂
量（ｍ3）

面積
（㎡）

侵食土砂量
（ｍ3）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（ｍ3）

1 登山道脇の林内及び水辺（水場休息、昼食利用） 10.30 29.70 0.59 8.50 0.51 1.40 0.17 39.60 1.27 
2 登山道脇の林内（水場休息、昼食利用） 14.00 59.80 1.20 11.80 0.71 3.60 0.43 75.20 2.34 
3 登山道脇の林内及び水辺（水場休息、昼食利用） 15.90 68.10 1.36 44.90 2.69 22.70 2.72 135.70 6.78 
4 登山道脇の林内（大王杉見学、昼食利用） 4.50 38.00 0.76 11.60 0.70 5.80 0.70 55.40 2.15 
5 登山道脇の林内（交差待避、昼食利用） 12.70 19.60 0.39 11.70 0.70 4.50 0.54 35.80 1.63 
6 登山道脇の林内（昼食利用） 8.60 51.80 1.04 21.10 1.27 6.20 0.74 79.10 3.05 
7 登山道脇（夫婦杉見学、交差待避、昼食利用） 13.10 11.40 0.23 10.30 0.62 6.50 0.78 28.20 1.63 
8 登山道脇（交差待避） 11.50 7.60 0.15 6.20 0.37 3.40 0.41 17.20 0.93 
9 登山道（杉見学） 11.00 18.80 0.38 5.20 0.31 4.70 0.56 28.70 1.25 
10 登山道（急傾斜、交差待避） 5.80 3.20 0.06 2.70 0.16 1.90 0.23 7.80 0.45 
11 登山道脇の林内（交差待避、昼食利用） 13.50 30.80 0.62 26.90 1.61 22.90 2.75 80.60 4.98 
12 登山道脇（交差待避） 17.50 10.30 0.21 7.20 0.43 4.80 0.58 22.30 1.21 
13 登山道脇の林内（交差待避、見学、昼食利用） 25.10 76.10 1.52 46.20 2.77 25.20 3.02 147.50 7.32 
14 登山道脇（交差待避） 18.20 12.30 0.25 5.70 0.34 1.60 0.19 19.60 0.78 
15 登山道脇（交差待避） 11.40 7.20 0.14 4.40 0.26 1.40 0.17 13.00 0.58 
16 縄文杉の下り専用階段脇（昼食利用） 8.00 16.20 0.32 1.50 0.09 0.40 0.05 18.10 0.46 
17 縄文杉に接する高塚小屋方向の登山道 18.70 16.10 0.32 13.20 0.79 9.60 1.15 38.90 2.27 
18 登山道 4.00 3.90 0.08 1.10 0.07 2.20 0.26 7.20 0.41 
19 あずま屋脇の登山道 17.50 12.60 0.25 7.60 0.46 4.80 0.58 25.00 1.28 
20 登山道脇の空地（資材置場利用、昼食利用） 7.50 31.70 0.63 5.80 0.35 1.60 0.19 39.10 1.17 
21 登山道 10.90 8.00 0.16 6.80 0.41 5.70 0.68 20.50 1.25 
22 登山道 4.90 5.50 0.11 4.80 0.29 4.20 0.50 14.50 0.90 
23 登山道 11.90 8.50 0.17 7.70 0.46 5.90 0.71 22.10 1.34 
24 高塚小屋に接する登山道 30.50 21.60 0.43 15.00 0.90 12.70 1.52 49.30 2.86 

計 307.00 568.80 11.38 287.90 17.27 163.70 19.64 1,020.40 48.29 
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表－３－２  平成２０年度における荒廃状況（事例２／３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文杉に近い比較的傾斜の緩い林内も、格好の昼食箇所となっていて、林内に入り込む人々

が多く、林床の土壌は流亡し、根系が浮根化して、周辺樹木が衰退しつつある。 

 

表－３－３  平成２０年度における荒廃状況（事例３／３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山道脇の空き地や登山道そのものは、表層土壌が流亡した後も恒常的な踏圧を受け、土壌

が著しく固化して、新たな根系の繁茂する環境ではなくなっている。 

 

 

№２０

概 況

登山道脇の空地（昼食利用、資材
置場利用）。特に、斜面上側の侵
食地が拡大しつつある。斜面下側
平地は資材置場や昼食場所とし
ても利用。

荒 廃
状 況

裸地31.7㎡、堆砂地5.6㎡、侵食
地1.6㎡、土砂流出量1.17m3。

対策の
考え方

丸太柵で崩壊を防止し、デッキで
根系を保護する

№２２

概 況
登山道脇のハリギリ大径木根系
が踏圧を受け浮根化。登山者は、
その浮根を踏付けて登っている。

荒 廃
状 況

裸地5.5㎡、シートエロージョン4.8

㎡、リルーエロージョン4.2㎡、土
砂流出量0.90m3。

対策の
考え方

丸太柵や土嚢、石積を設け踏付
けから根系を保護する

№１１

概 況

登山道脇の林内（昼食利用、交差
待避）。裸地が林内に拡大し、周り
のスギ・ヒメシャラ根系が踏圧を受
け浮根化している。

荒 廃
状 況

裸地30.8㎡、シートエロージョン
26.9㎡、リルーエロージョン22.9㎡、
土砂流出量4.98m3。

対策の
考え方

デッキで根系を保護しロープ柵を
設け林内進入を防止する。

№１３

概 況

登山道脇の林内（昼食利用、交差
待避、魚頭木見学）。裸地が林内
に拡大し周りのスギ・サクラツツジ
等根系が踏圧を受け樹勢衰退。

荒 廃
状 況

裸地76.1㎡、シートエロージョン
46.2㎡、リルーエロージョン25.2㎡、
土砂流出量7.32m3。

対策の
考え方

交差用の根系保護工やデッキで
根系を保護し、ロープ柵を設け林
内進入を防止する。
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（３）対策工の検討と対策の実施（平成２０年度委託事業より） 

  

○ 根系が浮根化する以前の裸出根エリア（裸地）では、ロープ柵（侵入防止柵）等により侵入

を禁止し踏付け踏圧をなくすだけで、落葉落枝が裸出根の間に堆積し、やがては落葉落枝の

リター層が形成されることを期待する。 

○ シートエロージョン（布状侵食）箇所で根系があり、その根系が浮根化している部分では、

生育基盤の造成、すなわち根系の生育域となる土砂の供給（流れ出た土砂を根元に復元及び

流出土砂をその場で補足）と土砂移動の防止という観点から、土嚢工や石積・石張工、丸太

柵工などを施す。 

○ リルーエロ－ジョン（溝状侵食）が発生しつつある場所への対策は、表層土壌を抑える根系

がないので、その機能を代替させるため、土砂の侵食及び移動を防止するための土嚢積・石

積工、丸太柵工などを施す。 

○ 交差待避や休息等のためにそのエリアに立ち入らざるを得ない場所は、根系保護地点の上に

交差待避用の根系保護工（待避木道タイプ）や休息等のための根系保護デッキを設ける。 

○ 根系腐朽の拡大と樹木衰退を防ぐため、樹木医による治療を行う。（高塚小屋周辺） 

 

表－４  対策実施におけるプライオリィティ検討の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 荒廃状況ごとに、面積が大きい上位 9 箇所を濃灰色で示し得点を 3 とし、中位 8 箇所を薄灰

色で示し得点を 2 とし、下位 8 箇所を白色で示し得点を 1 とした。そして、それらの得点の

合計を「荒廃状況点①」とした。 

○ 「利用状況点②」は、登山道を 2 点、登山道脇の林内を 1 点として足した値とした。 

○ プライオリティは、①＋②の値が 10 以上をランクＡ、7～9 をランクＢ、6 以下をランクＣ

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

№
植生衰退等荒廃箇所の状況

（主な利用状況）

登山道と
接する距

離
(ｍ)

荒廃状況
荒廃
状況
点①

利 用
状 況
点②

①
＋
②

プラ
イオ
リ

ティ

裸地
面積
(㎡)

裸出根
面 積
(㎡)

侵食浮
根面積 (

㎡)

1 登山道脇の林内及び水辺（水場休息、昼食利用） 10.3 29.7 8.5 1.4 6 2 8 Ｂ

2 登山道脇の林内（水場休息、昼食利用） 14.0 59.8 11.8 3.6 8 2 10 Ａ

3 登山道脇の林内及び水辺（水場休息、昼食利用） 15.9 68.1 44.9 22.7 9 2 11 Ａ

4 登山道脇の林内（大王杉見学、昼食利用） 4.5 38.0 11.6 5.8 7 2 9 Ｂ

5
登山道脇の林内（交差待避、女王杉見学、昼食利
用）

12.7 19.6 11.7 4.5 7 3 10 Ａ

6 登山道脇の林内（昼食利用） 8.6 51.8 21.1 6.2 9 1 10 Ａ

7 登山道脇（夫婦杉見学、交差待避、昼食利用） 13.1 11.4 10.3 6.5 7 3 10 Ａ

8 登山道脇（交差待避） 11.5 7.6 6.2 3.4 4 1 5 Ｃ
9 登山道（杉見学） 11.0 18.8 5.2 4.7 5 3 8 Ｂ
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図－２－１  対策工の事例（№3 箇所の事例〔現況は表-3-1 参照〕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２－２  対策工の事例（№6 箇所の事例〔現況は表-3-1 参照〕） 

 

根系保護デッキ 

(2 個) 
：2.0×1.5ｍ＝1 個 

・0.75×1.5ｍ＝1 個) 
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写真－１－１  対策実施状況（№3 箇所の事例〔計画図は図-2-1 参照〕） 

○ №１箇所（水場の昼食場所のシートエロージョン箇所）における根系保護工（昼食場所とし

て利用されている）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１－２  対策実施状況（№3 箇所の事例〔計画図は図-2-2 参照〕） 

○ №６箇所 （大王杉上の平坦地、昼食場所として荒廃しリルーエロージョンが起きていた）

の根系保護工（昼食場所として利用されている）。 
 

○ 荒廃２４箇所中１８箇所にて、植生保護 （根系保護）のための対策が平成２０～２３年    

度にかけ実施された。 
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２．平成２４年度における調査結果（大株歩道入口から高塚小屋まで） 

（１） 大株歩道の荒廃状況調査 

① 調査の経緯と目的 

近年、登山者の増加に伴い、縄文杉周辺の大株歩道の登山道の荒廃と周辺植生の衰退が見ら

れる。そのため、平成 20 年度のバッファーゾーン整備事業調査では、午前 10 時半から午後 1

時半の 3 時間内に登山者の 8 割近くが集中し、上り下りの相互通行が多く、かつ昼食箇所が集

中している区間（大王杉下の水場～高塚小屋間の約 950ｍ）を対象として、登山道の荒廃量（荒

廃面積・土砂流出量・土壌硬度・根系荒廃量等）を調査し、著しく荒廃している 24 箇所に対

する対策の検討を行った。その結果を受け、平成 21 年度～22 年度にかけて 24 箇所中 18 箇所

にて対策が実施された。 

ただし、この対策は、大株歩道の全ての箇所を対象としたものではなく、登山道の路床にお

ける根系の踏み固め等は相変わらず進んでいるのが実態である。また、その後も新たな荒廃地

が発生し続け、さらに以前は荒廃の程度が少なかった大株歩道入口（軌道式終点）から大王杉

下の水場区間における荒廃も著しくなりつつある。 

そこで、それらの実態を現地調査し、登山者の踏み固めによる荒廃の実態を整理した。 

② 調査場所 

大株歩道（入口〔軌道式終点〕～ウイルソン株～大王杉下の水場～高塚小屋）の荒廃 74 箇所。 

③ 調査方法 

平成 20 年度の調査が行われた区間では、その後の年間荒廃量、周辺植生に与える影響、対策

の効果、課題を把握するとともに、新たな調査区間（大株歩道入口～ウイルソン株～大王杉下

の水場間）においても、同様な調査を実施し、荒廃量を把握した。 

その際、将来の継続的なモニタリングが可能なように、調査地点をＧＰＳと簡易測量で把握

するとともに、写真撮影定点を設け平面図に記録し、景観に与える影響や周辺植生の状況を記

録した。 

なお、現地における具体的な調査内容は、ＧＩＳによる位置情報の把握、簡易測量（荒廃種

別の平面図の作成）、荒廃種別の平均浸食深と平均土壌硬度、荒廃種別の根系への影響程度等

である。 

④ 備考 

調査対象地の 74 箇所の位置を図－３に、調査結果を表－５－１～２に示す。 
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表－５－１  平成２４年度における大株歩道の荒廃量（大株歩道入口から大王杉下の水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）表中の灰色部分は新たな対策が実施されていない箇所を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

0 －
N30

21.149
E130

32.352
886 － － － － － － － － － － － － － － － － － －

1 －
N30

21.170
E130

32.370
912 － － － － － － － － － 1.6 1.56 0.03 5.08 0.30 3.50 0.42 10.1 0.76

2 －
N30

21.220
E130

32.410
925 － － － － － － － － － 1.9 0.00 0.00 5.40 0.32 10.27 1.23 15.7 1.56

3 －
N30

21.256
E130

32.432
941 － － － － － － － － － 5.1 0.00 0.00 11.41 0.68 9.03 1.08 20.4 1.77

4 －
N30

21.270
E130

32.448
954 － － － － － － － － － 9.9 2.04 0.04 2.24 0.13 1.36 0.16 5.6 0.34

5 －
N30

21.276
E130

32.460
960 － － － － － － － － － 4.1 6.46 0.13 3.04 0.18 3.42 0.41 12.9 0.72

6 －
N30

21.281
E130

32.464
961 － － － － － － － － － 14.3 6.77 0.14 12.63 0.76 20.22 2.43 39.6 3.32

7 －
N30

21.294
E130

32.477
966 － － － － － － － － － 12.5 9.48 0.19 3.22 0.19 5.62 0.67 18.3 1.06

8 －
N30

21.306
E130

32.483
972 － － － － － － － － － 14.3 0.00 0.00 6.37 0.38 17.43 2.09 23.8 2.47

9 －
N30

21.317
E130

32.485
975 － － － － － － － － － 8.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

10 －
N30

21.327
E130

32.486
980 － － － － － － － － － 2.0 1.05 0.02 6.51 0.39 7.95 0.95 15.5 1.37

11 －
N30

21.380
E130

32.521
1029 － － － － － － － － － 14.0 1.43 0.03 2.36 0.14 10.32 1.24 14.1 1.41

12 －
N30

21.389
E130

32.524
1009 － － － － － － － － － 3.1 10.70 0.21 5.05 0.30 7.03 0.84 22.8 1.36

13 －
N30

21.393
E130

32.494
1054 － － － － － － － － － 5.4 7.72 0.15 4.25 0.26 0.00 0.00 12.0 0.41

14 －
N30

21.390
E130

32.487
1026 － － － － － － － － － 2.7 0.00 0.00 17.63 1.06 0.00 0.00 17.6 1.06

15 －
N30

21.398
E130

32.486
1037 － － － － － － － － － 5.1 0.00 0.00 0.00 0.00 5.16 0.62 5.2 0.62

16 －
N30

21.409
E130

32.470
1051 － － － － － － － － － 11.3 4.13 0.08 8.95 0.54 8.44 1.01 21.5 1.63

17 －
N30

21.426
E130

32.469
1073 － － － － － － － － － 9.6 3.30 0.07 2.92 0.17 4.32 0.52 10.5 0.76

18 －
N30

21.443
E130

32.466
1083 － － － － － － － － － 6.2 0.00 0.00 5.95 0.36 2.59 0.31 8.5 0.67

19 －
N30

21.450
E130

32.468
1092 － － － － － － － － － 7.1 0.00 0.00 4.65 0.28 3.32 0.40 8.0 0.68

20 －
N30

21.464
E130

32.463
1106 － － － － － － － － － 2.0 5.69 0.11 1.43 0.09 7.47 0.90 14.6 1.10

21 －
N30

21.464
E130

31.446
1132 － － － － － － － － － 7.0 8.57 0.17 1.59 0.10 1.14 0.14 11.3 0.40

22 －
N30

21.464
E130

32.442
1112 － － － － － － － － － 16.5 0.00 0.00 0.00 0.00 24.75 2.97 24.8 2.97

23 －
N30

21.467
E130

32.439
1114 － － － － － － － － － 19.3 0.00 0.00 13.75 0.83 12.20 1.46 26.0 2.29

24 －
N30

21.503
E130

32.422
1120 － － － － － － － － － 14.2 8.67 0.17 6.03 0.36 6.72 0.81 21.4 1.34

25 －
N30

21.514
E130

32.429
1128 － － － － － － － － － 9.7 5.00 0.10 6.00 0.36 0.00 0.00 11.0 0.46

26 －
N30

21.529
E130

32.419
1131 － － － － － － － － － 13.0 9.44 0.19 2.92 0.18 8.75 1.05 21.1 1.41

27 －
N30

21.533
E130

32.386
1138 － － － － － － － － － 10.7 0.00 0.00 5.43 0.33 7.04 0.84 12.5 1.17

28 －
N30

21.534
E130

32.384
1154 － － － － － － － － － 7.3 6.17 0.12 7.49 0.45 1.72 0.21 15.4 0.78

29 －
N30

21.535
E130

32.380
1137 － － － － － － － － － 7.0 0.00 0.00 0.00 0.00 12.50 1.50 12.5 1.50

30 －
N30

21.533
E130

32.333
1146 － － － － － － － － － 16.2 3.67 0.07 4.67 0.28 20.00 2.40 28.3 2.75

31(前)

31(奥)

32 －
N30

21.556
E130

32.302
1157 － － － － － － － － － 6.9 2.95 0.06 5.86 0.35 0.00 0.00 8.8 0.41

33 －
N30

21.562
E130

32.307
1160 － － － － － － － － － 6.4 0.00 0.00 4.00 0.24 16.48 1.98 20.5 2.22

34 －
N30

21.560
E130

32.308
1161 － － － － － － － － － 7.1 0.00 0.00 10.97 0.66 5.06 0.61 16.0 1.27

－ － － － － － － － － 289.1 111.40 2.23 198.88 11.93 255.86 30.70 566.14 44.86

12.03 1.44 39.8 2.84

  №1～34（34箇所） 小計

－ 7.3 6.61 0.13 21.11 1.27－ － － － － －－
N30

21.548
E130

32.323
1148 － －

総荒廃
面  積
（㎡）

総土砂
流出量
（㎥）

裸  地
シート

エロージョン
リルー

エロージョン
裸  地

シート
エロージョン

リルー
エロージョン

登山道と
接する距
離(ｍ)

【平成20年度】 荒廃種類別

総荒廃
面  積
（㎡）

総土砂
流出量
（㎥）

登山道と
接する距
離(ｍ)

【平成24年度】 荒廃種類別

№
H20調
査№

緯度 経度
標高
(m)
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表－５－２  平成２４年度における大株歩道の荒廃量（大王杉下の水場から高塚小屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）表中の灰色部分は新たな対策が実施されていない箇所を示す。 

 

 

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

35 1
N30

21.576
E130

32.299
1173 10.3 29.70 0.59 8.50 0.51 1.40 0.17 39.6 1.27 10.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

36 2
N30

21.597
E130

32.297
1176 14.0 59.80 1.20 11.80 0.71 3.60 0.43 75.2 2.34 14.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

37 3
N30

21.601
E130

32.268
1186 15.9 68.10 1.36 44.90 2.69 22.70 2.72 135.7 6.78 15.9 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

38 －
N30

21.577
E130

32.260
1145 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 12.6 7.25 0.15 6.19 0.37 3.09 0.37 16.5 0.89

39 －
N30

21.556
E130

32.252
1152 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 8.2 0.99 0.02 4.62 0.28 4.44 0.53 10.1 0.83

40 4
N30

21.580
E130

32.178
1208 4.5 38.00 0.76 11.60 0.70 5.80 0.70 55.4 2.15 4.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

41 5
N30

21.588
E130

32.152
1229 12.7 19.60 0.39 11.70 0.70 4.50 0.54 35.8 1.63 12.7 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

42 6
N30

21.594
E130

32.152
1229 8.6 51.80 1.04 21.10 1.27 6.20 0.74 79.1 3.05 8.6 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

43 －
N30

21.597
E130

32.153
1245 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 9.8 5.00 0.10 8.47 0.51 2.92 0.35 16.4 0.96

44 7
N30

21.610
E130

32.163
1233 13.1 11.40 0.23 10.30 0.62 6.50 0.78 28.2 1.63 13.1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

45 －
N30

21.610
E130

32.163
1233 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 17.1 4.11 0.08 19.11 1.15 4.17 0.50 27.4 1.73

46 －
N30

21.637
E130

32.170
1241 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 15.7 3.43 0.07 7.29 0.44 5.22 0.63 15.9 1.13

47 －
N30

21.654
E130

32.162
1248 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 1.2 0.00 0.00 4.18 0.25 2.70 0.32 6.9 0.57

48 －
N30

21.664
E130

32.116
1261 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 2.4 2.47 0.05 0.80 0.05 1.28 0.15 4.6 0.25

49 8
N30

21.682
E130

32.162
1256 11.5 7.60 0.15 6.20 0.37 3.40 0.41 17.2 0.93 11.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

50 －
N30

21.688
E130

32.150
1259 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 5.9 2.68 0.05 0.55 0.03 4.70 0.56 7.9 0.65

51 9
N30

21.690
E130

32.131
1264 11.0 18.80 0.38 5.20 0.31 4.70 0.56 28.7 1.25 11.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

52 －
N30

21.689
E130

32.114
1271 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 8.9 1.75 0.04 6.50 0.39 5.25 0.63 13.5 1.06

53 10
N30

21.682
E130

32.103
1271 5.8 3.20 0.06 2.70 0.16 1.90 0.23 7.8 0.45 5.8 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

54 11
N30

21.703
E130

32.055
1284 13.5 30.80 0.62 26.90 1.61 22.90 2.75 80.6 4.98 13.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

55 －
N30

21.699
E130

32.037
1279 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 11.7 5.75 0.12 5.75 0.35 19.11 2.29 30.6 2.75

56 －
N30

21.696
E130

32.023
1275 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 17.5 1.56 0.03 3.97 0.24 11.86 1.42 17.4 1.69

57 －
N30

21.705
E130

31.994
1288 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 1.1 5.16 0.10 4.59 0.28 6.64 0.80 16.4 1.18

58 12
N30

21.700
E130

31.993
1291 17.5 10.30 0.21 7.20 0.43 4.80 0.58 22.3 1.21 17.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

59 13
N30

21.677
E130

31.967
1297 25.1 76.10 1.52 46.20 2.77 25.20 3.02 147.5 7.32 25.1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

60 14
N30

21.665
E130

31.948
1297 18.2 12.30 0.25 5.70 0.34 1.60 0.19 19.6 0.78 18.2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

61 15
N30

21.660
E130

31.921
1295 11.4 7.20 0.14 4.40 0.26 1.40 0.17 13.0 0.58 11.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

62 16
N30

21.654
E130

31.915
1299 8.0 16.20 0.32 1.50 0.09 0.40 0.05 18.1 0.46 8.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

63 17
N30

21.630
E130

31.918
1308 18.7 16.10 0.32 13.20 0.79 9.60 1.15 38.9 2.27 18.7 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

64 －
N30

21.626
E130

31.916
1301 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 11.8 8.88 0.18 9.19 0.55 0.00 0.00 18.1 0.73

65 －
N30

21.623
E130

31.909
1306 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 5.0 2.78 0.06 4.69 0.28 2.21 0.27 9.7 0.60

66 18
N30

21.621
E130

31.911
1307 4.0 3.90 0.08 1.10 0.07 2.20 0.26 7.2 0.41 4.7 3.11 0.06 2.96 0.18 6.68 0.80 12.8 1.04

67 －
N30

21.616
E130

31.906
1307 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 2.5 14.89 0.30 6.81 0.41 6.83 0.82 28.5 1.53

68 19
N30

21.614
E130

31.901
1310 17.5 12.60 0.25 7.60 0.46 4.80 0.58 25.0 1.28 19.0 12.60 0.25 7.60 0.46 4.80 0.58 25.0 1.28

69 20
N30

21.610
E130

31.888
1313 7.5 31.70 0.63 5.80 0.35 1.60 0.19 39.1 1.17 7.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00

70 21
N30

21.608
E130

31.887
1317 10.9 8.00 0.16 6.80 0.41 5.70 0.68 20.5 1.25 10.9 7.54 0.15 6.80 0.41 5.70 0.68 20.0 1.24

71 22
N30

21.612
E130

31.872
1328 4.9 5.50 0.11 4.80 0.29 4.20 0.50 14.5 0.90 4.9 11.50 0.23 4.49 0.27 8.56 1.03 24.5 1.53

72 23
N30

21.618
E130

31.863
1330 11.9 8.50 0.17 7.70 0.46 5.90 0.71 22.1 1.34 13.2 2.25 0.05 6.50 0.39 10.00 1.20 18.8 1.64

73 －
N30

21.622
E130

31.854
1333 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.00 0.8 20.44 0.41 2.78 0.17 0.56 0.07 23.8 0.64

74(前)

74(中)

74(奥)

307.0 568.80 11.37 287.90 17.27 163.70 19.64 1,020.40 48.30 442.5 137.60 2.75 139.78 8.39 147.29 17.67 424.67 28.81

227.3 508.70 10.17 244.90 14.69 128.20 15.38 881.80 40.25 227.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

79.7 60.10 1.20 43.00 2.58 35.50 4.26 138.60 8.05 215.2 137.60 2.75 139.78 8.39 147.29 17.67 424.67 28.81  №35～74（22箇所） 対策未実施箇所小計

30.56 3.67 60.0 4.89

  №35～74（40箇所） 小計

  №35～74（18箇所） 対策実施箇所小計

2.86 30.3 13.49 0.27 15.95 0.960.43 15.00 0.90 12.70 1.52 49.324
N30

21.626
E130

31.838
1338 30.5 21.60

総荒廃
面  積
（㎡）

総土砂
流出量
（㎥）

裸  地
シート

エロージョン
リルー

エロージョン
裸  地

シート
エロージョン

リルー
エロージョン

登山道と
接する距
離(ｍ)

【平成20年度】 荒廃種類別

総荒廃
面  積
（㎡）

総土砂
流出量
（㎥）

登山道と
接する距
離(ｍ)

【平成24年度】 荒廃種類別

№
H20調
査№

緯度 経度
標高
(m)
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（２）荒廃量の調査結果（平成２４年度調査結果） 

 

表－６  平成２４年度における大株歩道の荒廃量の集計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成 24 年度現在、調査個所は 74 箇所であるが、内 18 箇所では対策が実施されているので、

荒廃箇所は 56 箇所である。 

○ 対策が実施された 18 箇所は、以前（平成２０年度）は荒廃面積 881.8 ㎡、土砂流出量 40.25

㎥あったが、対策実行により全て回復して、荒廃面積も土砂流出量も見られなくなった。 

○ 一方、平成２０年度の調査が実施されていた大王杉下の水場から高塚小屋間の№35～74 箇

所の内、平成２４年度にかけ、対策が実施されなかったり、新たに荒廃量が増えた箇所は

22 箇所あり、荒廃面積 424.67 ㎡、土砂流出量 28.81 ㎥であった。これらの荒廃は全て、登山

道脇の林内ではなく、登山道の路床そのものが荒廃していた。 

○ また、前回（平成２０年度）には調査が実施されず、今回（平成２４年度）初めて調査が実

施された№1～34（大株歩道入口～大王杉下の水場）には、34 箇所の荒廃地が見られ、荒廃

面積 566.14 ㎡、土砂流出量 44.86 ㎥であった。これらの荒廃地は 1 箇所を除き、全て、登山

道の路床そのものの荒廃であった。 

○ 以上より、平成２４年度においては、大株歩道入口から高塚小屋間の大株歩道全体で 56箇所の

荒廃地があり、その総荒廃面積が 990.81 ㎡、総土砂流出量が 73.68 ㎥であった。なお、雄株歩

道入口から高塚小屋間の水平距離は 2448ｍであり、平均的に 44ｍに 1 箇所荒廃地があり、1

箇所当たりの平均荒廃面積が 17.69 ㎡、平均土砂流出量が 1.32 ㎥であった。 

 

 

 

 

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

面積
（㎡）

侵食土砂
量（㎥）

－ － － － － － － － －

307.0 568.80 11.37 287.90 17.27 163.70 19.64 1,020.40 48.30

227.3 508.70 10.17 244.90 14.69 128.20 15.38 881.80 40.25

79.7 60.10 1.20 43.00 2.58 35.50 4.26 138.60 8.05

307.0 568.80 11.37 287.90 17.27 163.70 19.64 1,020.40 48.30

289.1 111.40 2.23 198.88 11.93 255.86 30.70 566.14 44.86

442.5 137.60 2.75 139.78 8.39 147.29 17.67 424.67 28.81

227.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

215.2 137.60 2.75 139.78 8.39 147.29 17.67 424.67 28.81

731.6 249.00 4.98 338.66 20.32 403.15 48.38 990.81 73.68

裸  地 シート
エロージョン

リルー
エロージョン

荒廃種別の土砂量

総荒廃
面  積
（㎡）

総土砂
流出量
（㎥）

登山道と
接する距
離(ｍ)

項  目

  №35～74（40箇所）
   小計

  №35～74（18箇所）
   対策実施箇所小計

  №35～74（22箇所）
   対策未実施箇所小計

  №1～74（74箇所）合計

平
成
20
年
度

平
成
24
年
度

  №1～34（34箇所）
   小計

  №35～74（40箇所）
   小計

  №35～74（18箇所）
   対策予定箇所小計

  №35～74（22箇所）
   対策未実施箇所小計

  №1～74（74箇所）合計

  №1～34（34箇所）
   小計
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写真－２－１  №6 の荒廃状況（H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２－２ №8 の荒廃状況（H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２－３ №13 の荒廃状況（H24） 



１．事業名

平成２５年度野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査事業（屋久島地域）

２．事業の内容

（１）調査・検証等

ア モニタリング調査

ａ 生息密度調査 （糞粒法：10カ所）

ｂ 表面土砂流出調査 継続調査

ｃ モニタリング手法の検討

イ ヤクシカの移動状況等調査

ａ GPSテレメトリー法による調査分析（高標高地域：4頭）

ｂ ビデオカメラ等による調査分析

ｃ 行動パターン等の取りまとめ（平成24年度の行動パターン等報告書を改定）

ウ ヤクシカの捕獲手法等の検討及び検証

ａ 捕獲手法の検証

ｂ 捕獲の推進に必要な支援の検討

餌植物の選定や育成、供給体制の検討

電気ショッカー等による止め刺し手法の実用化に向けた検証等

エ 植生の保護・再生手法の検討

植生保護柵（20箇所）の保守点検

植生の保護･再生状況等のモニタリングを実施

マテバシイ等の萌芽枝保護柵（8箇所）の保守点検、モニタリング

オ 生態系管理の目標の設定

地域毎の森林の目指す目標について、指標となる植生の被害状況や回復状況など

について具体的な状態等を設定し、モニタリング手法や判断基準を検討

（２）関係機関との協力体制の構築

屋久島町、猟友会、鹿児島県、環境省、屋久島森林管理署、屋久島森林生態系保全セ

ンターとの連携による鹿児島県特定鳥獣(ヤクシカ)保護管理計画等に基づくヤクシカの

個体数調整を念頭に置いた捕獲手法や協力体制等について、ヤクシカＷＧ等の意見を踏

まえ、打合せ会議を実施することとし、関係機関が連携して取組む場所や捕獲手法、役

割分担等の課題の解決を図り、安全かつ効果的な協力体制について検討する。

（３）ヤクシカＷＧの開催に係る支援

（４）調査報告の取りまとめ

ア ヤクシカによる森林への影響調査の取りまとめ

イ 5カ年の調査報告の取りまとめ

seadmin
丸3



野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
生
息
環
境
等
整
備
調
査
事
業
（
屋
久
島
地
域
）

目
的

平
成
2
4
年
度
ま
で
の
実
績

平
成
2
5
年
度
の
取
組

備
考

1
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

シ
カ
被
害
の
現
状
把
握
、
シ
カ
密
度
の
現
状
把
握
及

び
、
捕
獲
等
の
対
策
後
の
状
況
変
化
の
確
認

今
後
の
順
応
的
管
理
に
向
け
た
調
査
地
点
や
方
法
等

の
提
案

生
息
密
度

ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
密
度
の
把
握

シ
カ
生
息
密
度
は
、
西
部
が
高
く
、
南
部
が
低
か
っ
た
が
、
全
体
的

に
は
、
生
息
範
囲
、
生
息
頭
数
と
も
に
拡
大
し
て
い
る
模
様
。

捕
獲
に
よ
る
効
果
を
正
確
に
把
握
す
る
。

糞
粒
調
査

多
く
の
機
関
で
シ
カ
の
生
息
密
度
を
推
定
す
る
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
る
手
法
で
、
国
有
林
内
の
シ
カ
の

生
息
密
度
を
調
べ
る
。

・
西
部
地
区
：
約
2
2
0
頭
/
㎢
　
、
密
度
は
減
少
傾
向
　
、
標
高
が
低

い
ほ
ど
生
息
密
度
が
高
い
傾
向

・
南
部
地
区
：
約
4
0
頭
/
㎢
、
密
度
は
激
増
傾
向

・
北
東
部
地
区
：
約
5
0
頭
/
㎢
、
同
程
度
で
推
移

調
査
地
点
を
厳
選
し
継
続

鹿
児
島
県
と
情
報
の
共
有
が
で
き
る
よ
う

に
調
査
を
実
施

ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス

シ
カ
の
習
性
を
利
用
し
た
簡
易
な
生
息
密
度
の
調
査

方
法
で
、
糞
粒
法
に
よ
る
生
息
密
度
の
推
計
を
補
正

す
る
。

・
西
部
地
区
：
約
3
6
0
頭
/
㎢

・
南
部
地
区
：
約
2
0
頭
/
㎢

・
北
東
部
地
区
：
約
2
1
0
頭
/
㎢

他
の
手
法
と
の
違
い
の
分
析

簡
易
手
法

予
算
の
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
手
法
の
開
発

ヤ
ク
シ
カ
目
撃
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
提
案

住
民
等
の
理
解
、
協
力
を
得
る
。

精
度
の
検
証
等
を
実
施
。

植
生
等
調
査

植
生
の
被
害
状
況
等
の
把
握

ヤ
ク
シ
カ
好
き
嫌
い
図
鑑
作
成

生
態
系
管
理
の
目
標
の
提
案

被
害
状
況
調
査

糞
粒
調
査
実
施
地
点
等
で
、
シ
カ
と
生
息
密
度
の
食

害
の
状
況
、
植
生
の
変
化
を
比
較
、
分
析
す
る
。

シ
カ
の
生
息
密
度
の
低
い
南
部
地
域
で
は
、
他
地
区
に
は
見
ら
れ

な
い
嗜
好
種
も
確
認
さ
れ
た
が
、
採
食
皮
害
を
受
け
て
い
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

糞
粒
調
査
実
施
箇
所
を
中
心
に
地
点
を
厳
選
し
て
実
施

回
復
状
況
調
査

保
護
柵
設
置
に
よ
る
植
生
の
変
化
を
、
周
辺
の
保
護

柵
の
無
い
対
照
区
と
比
較
し
て
確
認
す
る
。

植
生
保
護
柵
1
8
カ
所
、
保
護
柵
内
が
種
類
、
数
量
と
も
多
い
。

萌
芽
枝
保
護
柵
8
カ
所
、
萌
芽
枝
に
つ
い
て
は
、
保
護
柵
を
設
置
し

て
い
な
い
場
所
は
、
す
べ
て
食
害
に
あ
っ
て
い
る
。

保
護
柵
の
点
検
と
回
復
状
況
の
確
認
を
実
施

2
シ
カ
の
生
態
調
査

シ
カ
の
行
動
を
考
慮
し
た
効
果
的
な
被
害
対
策
を
立

て
る
た
め
に
、
シ
カ
の
行
動
特
性
等
を
把
握
す
る
。
地
区
ご
と
に
事
例
の
収
集

シ
カ
の
行
動
特
性
等
に
つ
い
て
多
面
的
に
分
析
し
て
取

り
ま
と
め
る

行
動
状
況
調
査

ヤ
ク
シ
カ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
わ
な
等
へ
の
反
応
を

把
握
す
る
。

西
部
、
北
東
部
に
て
調
査
を
実
施

高
標
高
地
域
等
で
実
施

G
P
S

シ
カ
の
行
動
範
囲
や
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

・
西
部
地
区
：
一
日
中
行
動
（
サ
ル
と
行
動
）
し
て
お
り
、
昼
夜
の
変

化
は
な
く
、
行
動
範
囲
も
狭
い
。

・
北
東
部
地
区
：
林
道
周
辺
に
生
息
す
る
シ
カ
は
夜
間
に
林
道
や

農
道
を
利
用
し
麓
へ
移
動
し
、
昼
は
森
林
内
に
移
動

高
標
高
地
域
で
の
シ
カ
の
行
動
を
確
認

北
東
部
地
域
で
捕
獲
圧
を
か
け
た
シ
カ
の
行
動
を
確
認

南
部
地
域
で
シ
カ
の
行
動
を
確
認

ビ
デ
オ
、
カ
メ
ラ

シ
カ
の
罠
や
餌
へ
の
反
応
を
把
握
す
る
。

・
雌
の
行
動
範
囲
は
雄
よ
り
狭
く
定
住
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

・
森
林
内
で
の
み
活
動
す
る
個
体
と
農
地
等
を
利
用
す
る
個
体
で

は
、
餌
の
嗜
好
性
が
違
っ
て
い
る
。

誘
引
方
法
の
さ
ら
な
る
改
善
を
実
施

個
体
情
報
調
査

妊
娠
率
や
年
齢
、
胃
の
内
容
物
の
分
析

確
認
し
た
個
体
の
最
高
齢
は
1
9
歳
、
2
歳
以
上
の
雌
は
ほ
ぼ
妊
娠

し
て
い
た
。
常
緑
広
葉
樹
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。

コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
情
報
の
み
収
集

3
捕
獲
手
法
の
検
討

効
果
的
、
効
率
的
な
捕
獲
手
法
の
開
発

国
有
林
で
は
、
林
道
周
辺
で
の
捕
獲
が
効
率
が
よ
い
。

捕
獲
を
実
施
し
て
い
な
い
林
道
等
で
の
捕
獲
が
課
題
。

捕
獲
効
果
等
に
つ
い
て
検
証
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
。

調
査
捕
獲

試
行
捕
獲
の
実
施

試
行
捕
獲
の
実
施

試
行
捕
獲
の
検
証

大
量
捕
獲

皆
伐
跡
地
を
利
用
し
た
捕
獲
手
法
の
検
討

5
頭
の
侵
入
を
確
認
し
た
が
、
1
頭
の
み
捕
獲

追
い
込
み
方
法
等
を
改
善
し
て
実
施

捕
獲
柵

簡
易
な
シ
カ
柵
を
利
用
し
た
捕
獲
の
検
討

下
層
植
生
の
無
い
箇
所
で
は
捕
獲
後
も
誘
引
可
能

く
く
り
罠
・
箱
罠

誘
引
餌
や
罠
の
設
置
箇
所
や
方
法
の
検
討

設
置
場
所
を
移
動
す
る
方
が
効
率
が
上
が
る
。

効
率
的
な
方
法
を
検
証

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

捕
獲
手
法
や
止
め
刺
し
手
法
に
つ
い
て
解
説

捕
獲
方
法
の
組
合
せ
等
の
案
を
作
成

電
気
シ
ョ
ッ
カ
ー
を
利
用
し
た
止
め
刺
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成

捕
獲
の
効
果
の
検
証
を
実
施

国
有
林
内
で
の
導
入
を
目
指
し
た
安
全
性
を
高
め
る
た

め
の
試
験
を
継
続

4
連
携
の
方
策
検
討

国
有
林
内
で
の
シ
カ
捕
獲
の
推
進

屋
久
島
署
、
屋
久
島
町
、
猟
友
会
の
要
望
の
把
握
、
猟
友
会
に
よ

る
調
査
捕
獲
の
実
施
、
今
後
の
問
題
点
等
を
把
握

環
境
省
、
鹿
児
島
県
を
含
め
関
係
機
関
す
べ
て
が
集
ま

り
、
国
有
林
内
で
の
捕
獲
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
る
。
ま

た
、
協
定
の
拡
充
を
図
る
た
め
の
条
件
整
備
を
行
う
。

5
ヤ
ク
シ
カ
W
G
会
合
の
開
催
会
合
の
円
滑
な
運
営
を
補
助

ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
密
度
の
暫
定
目
標
値
を
設
定

順
応
的
管
理
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
目
標
等
を

提
案
す
る

6
取
り
ま
と
め

5
カ
年
で
の
成
果
、
課
題
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

取
り
ま
と
め
る
。

項
目


